
住みたい・住み続けたいまち 湘南大庭

湘南大庭地区の人口は、２０１０年４月１日現在で
３２，０４１人で全市の７．９％を占めています。

６５歳以上の人口が占める割合(高齢化率)は、１８．４％
で１３地区の中では６番目に低い地区となっていますが、１０
年後の２０２０年には、３３．７％と推計されており、１３地
区で一番高齢化率が高い地区となり、急激に高齢化が進む地区
となっています。

湘南大庭地区の地勢は、藤沢市の西北部、藤沢駅から４㎞、
辻堂駅から２㎞に位置し、面積は５．１６㎢、相模原台地、座
間・高座丘陵の南端に属したゆるやかな起伏に富んだみどり豊
かな丘陵地で、東境には引地川が流れ、大庭千石と呼ばれた水
田地帯が広がり、西境には茅ヶ崎市のみどりと隣接する自然の
豊かなところです。

テーマ

ふじさわ未来課題

湘南湘南
大庭大庭

中央けやき通り

概況

１５万年くらいまでは海底だったと言われ、１万年
前くらい前に小さな集落ができはじめたことが、大庭の
城山・築山の遺構から推測されており、大庭城址をはじ
めとする歴史的文化財も点在しているところです。

湘南大庭地区のまちづくりは、昭和４０年代に押し
寄せてきた無秩序な開発の波によるスプロール化を防ぎ、
計画的な開発を行いすぐれた自然環境を保ち、農地と調
和した新しい住宅市街地をつくることを目的として「都
市と農業の調和するまち 湘南ライフタウン」の総合的
まちづくりが行われたことによって始まっています。

重点未来課題として、地区で選択

まちづくりテーマまちづくりテーマ
ふじさわ未来課題ふじさわ未来課題



素的なふるさと六会

明治１１年大小区制の廃止と郡区町村編成法の制定によって亀井野・西俣野・
円行・今田・下土棚による６ヶ村組合が設立され、明治２１年町村制の施行によ
り六会村が誕生しました。以後約５５年間、村政が維持、運営されてきました。
昭和１７年３月１０日藤沢市と合併し、現在に至っています。

当時六会村は人口４９９６人で農業中心のちくでありました。

しかし昭和３０年代の工場誘致などを機に北部開発、六会・石川東部土地区画
整理事業の進捗と小田急湘南台駅開設に伴い急激に都市化が進みました。この間、
昭和４７年に下土棚が長後地区に、平成元年に今田・円行地区が湘南台地区へ移
行されました。

現在では人口約３４４００人・世帯数約１４５００となりました。

テーマ

概況

ふじさわ未来課題

六会六会

重点未来課題として、地区で選択

まちづくりテーマまちづくりテーマ
ふじさわ未来課題ふじさわ未来課題

六会のきゃべつ畑

湘南ねぶた



川と緑に囲まれ 豊かな居住環境あふれる 文化創造のまち

湘南台地区は、藤沢市の北部に位置し、昭和４０年代に土地区画
整理事業により約２００ヘクタールの住宅地として拓けた新しいま
ちです。地勢は、境川と引地川に挟まれた台地であり、地区内は、
ほぼ平坦な地形となっています。

人口は、４月1日現在２８，１７０人で、全市の６．９％を占めて
います。６５歳以上の人口が占める割合は１５．１７％で、市内で
最も高齢化率が低い地区です。

昭和４１年に小田急電鉄江ノ島線湘南台駅が開業し、現在では、
横浜市営地下鉄や相鉄いずみの線も乗り入れ、１日の乗降客数が約
１５万人にのぼる市北部のターミナル駅として活況を呈しています。

テーマ

概況

ふじさわ未来課題

湘南台湘南台

湘南台文化センター、総合市民図書館などの文化・教育施設

湘南台駅の東西は商業地区として拓け、その周辺は住宅街を形
成しています。湘南台地区の西部には、いすゞ自動車、桐原工業団
地などの工業集積があり、藤沢市全体の製造品出荷額の約６０％近
くを占めています。また、湘南台駅は、多摩大学湘南キャンパスや
慶応大学湘南藤沢キャンパスなどの最寄り駅となっており、若者の
多いまちです。

湘南台地区には、湘南台文化センター、総合市民図書館、湘南台
小学校、湘南台中学校、湘南台高校などの文化・教育施設のほか、
藤沢北警察署、北消防署、藤沢北郵便局などの公共施設が集中して
います。そのほか湘南台公園や円行公園などの都市公園も多く、緑
と自然があふれる文化的都市環境を形成しています。

重点未来課題として、地区で選択

まちづくりテーマまちづくりテーマ
ふじさわ未来課題ふじさわ未来課題



新たな時代を導く「健康と文化の森」を含めた豊かな自然と文化あふれる
“人と自然がいきづくまち"をめざします。

人口については、２０１０年４月1日現在で１０，９７９人で全市の
２．７％を占め世帯数は４，２３４世帯で、市内１３地区では１番少ない
地区になります。６５歳以上の人口の占める割合（高齢化率）は１６．
８％で湘南台地区地区についで２番目に低い地区となっています。

遠藤地区の地勢としては、藤沢市の西北部に位置し、面積は４．９６㎢、
農地が多く、東は六会地区石川、西は御所見地区打戻との間に挟まれ、南
北に長い地形となっています。地区は台地部と谷戸部に分けられ、台地上
の北東部から南東部にかけて、中世の頃から発達した集落が多く存在し、
谷戸部は琵琶島等に源流を持つ小出川を中心に形成され、古くからその富
んだ地形を利用して農業を中心に町を形成してきました。

地区のまちづくりは、昭和６０年代に入り、西部に「健康と文化の
森」構想が展開されたことを契機に大きな変化を遂げました。現在は慶応
大学藤沢湘南キャンパスが開校され、周辺一帯の幹線道路が複数整備され
るなど都市基盤整備も進展しています。

テーマ

概況

ふじさわ未来課題

遠藤遠藤

遠藤地区のまちなみ

農業地の耕地整理事業は、これまで③箇所を整備し
ました。土地区画整理事業としては、東部において北部
第二（二地区）による工業地が形成されたほか、秋葉台
公園を含む北部第二（三地区）事業、菖蒲沢境地区事業、
打越地区事業が現在も進められています。

また、公共交通として湘南台駅から遠藤地区に向け
て軌道系交通施設が具体化されようとしています。

重点未来課題として、地区で選
択

まちづくりテーマまちづくりテーマ
ふじさわ未来課題ふじさわ未来課題



さぁつくろう！まちの輪・ひとの和・みどりの環

長後地区は、藤沢市の北東部に位置し、長後・高倉・下土棚・土棚の４つの
地域から形成されています。

この地域は、古くから、大山街道と滝山街道が交差する交通の要衝、宿場町
として栄え、江戸時代から旅籠や商店が建ち並び、付近の農村の中心地として
栄えていました。かつて「長後宿」と呼ばれたころの長後の町は、両街道を通
る旅人や荷駄の休憩地であり、また、近郷の農村では養蚕が盛んに行われ、マ
ユ取引の場として、人々が集まり、商人が店を構えるようになりました。

養蚕が盛んになったのは、明治中頃からで、これは、横浜港における生糸貿
易の隆盛と連動し、この養蚕は、大正、昭和の初期まで栄え、当時の農家の重
要な収入源となっていました。養蚕の発展に伴い、当地がマユの産地というこ
とから付近には製紙工場が誘致されて工場で働く女工たちの憩いの街でもあり、
近郷近在の中心であった「長後宿」は商業の街として別名「織姫の町」として
発展し賑わいました。

テーマ

ふじさわ未来課題

長後長後

概況

長後公園

時代は移り、当地の最大の交通機関である「小田急江ノ島線」が開通
し、「長後駅」が誕生したのは昭和４年４月のことであり、現在も北部の
交通の中心となっています。
町としての形成は、昭和３０年に高座郡渋谷町から「長後・高倉」が藤沢
市に編入され、その後、六会地区の下土棚と土棚が編入され現在に至って
います。

藤沢市に編入(合併)した渋谷町の南端が長後であったが、長後の商店
街は、もともとこの付近の商業の中心地であり、近隣から多くの日用品な
どを買い求める人々で賑わっていました。昭和４２年には、長後駅にスー
パーマーケットが開店し、さらに、昭和４４年には、この地域にはじめて
のデパートが開店するなど、商店街として大きな商圏を持っていました。
しかし、近年では、駅中心部を通過する自動車交通の影響を受け、安心し
て買い物ができる環境になく、さらに、郊外型店舗の影響や既存店舗の撤
退等により、集客力は低下してきています。また、道路の拡幅等の都市基
盤整備がなされないまま発展してきた町であるため、幹線道路の不足や生
活道路の狭あい、行き止まりなど生活上、多くの課題を抱えるようになっ
てきています。このような状況において、喫緊の課題として駅西口整備事
業や計画中の都市計画道路の早期着工及び駅北側の踏切の交通渋滞の解消
を図ることが地域住民の切実な要望となっています。

重点未来課題として、地区で選択

まちづくりテーマまちづくりテーマ
ふじさわ未来課題ふじさわ未来課題



住んで、見て、歩いて分かるまちの良さ
＝地域資源を活かし、北部新中心拠点を目指します＝

「御所見」の由来については、１０１９年（長元２年）、桓武
天皇第三皇子葛原親王より出た坂東平氏の一族である長田氏が葛
原の地を私領、垂木主膳正従四位下長田武蔵守忠望がこの地に館
を構え、それが「垂木御所」と呼ばれるようになり、その御所が
菖蒲沢の塚より展望できたのでこの塚を「御所見塚」と呼ぶよう
になったといわれています。

１８８９年（明治２２年）市制町村制実施により、六つの村が
合併して一つの村となり、菖蒲沢にあった御所見塚にちなんで御
所見村と名づけられました。その昔、江戸から十四里（５６ｋｍ)
のところに位置し、大山街道（現在の県道横浜伊勢原線）と中原
街道（現在の県道丸子中山茅ヶ崎線）が交わる用田辻付近は、旅
籠や茶店が集まり、大山参りの人たちで賑わっていたとされてい
ます。その後、１９５５年（昭和３０年）藤沢市合併後に現在の
御所見地区となりました。

テーマ

ふじさわ未来課題

御所見御所見

カワセミの棲む目久尻川
小出川の彼岸花

概況

現在の御所見地区は、北を綾瀬市、西を海老名市、寒川町、南を
茅ヶ崎市に囲まれています。宮原や葛原では植木の畑が続きます。
その中に一段と緑の濃い神社の森があります。打戻の宇都母知神
社をはじめとして、御所見地区の神社は大きな森に囲まれていま
す。
畑の広がるあたりでは見通しもよく、西に大山や富士山を望むこ
とができます。

重点未来課題として、地区で選択

まちづくりテーマまちづくりテーマ
ふじさわ未来課題ふじさわ未来課題

（１）
地域自律型の「藤沢づ
くり」を育むまち

（２）
明日の藤沢を担う「藤
沢の子どもたち」を育
む環境

（３）
市民力・地域力による
安全で安心して暮らせ
るまち

（４）
共に生き，共に創る地
域社会の創出

（５）
豊かな地域資源の次
世代への継承・発展

（６）
地球温暖化防止など
未来の地球環境への
投資

（７）
「藤沢づくり」を支える
都市構造の再構築と
地域経済の活力再生

（８）
公共資産の維持管理
と有効活用

（９）
「藤沢ライフスタイル」と
「湘南カルチャー」の創
出

1 身近な地域での暮ら
しやすさが実現してい
ること

8 市民自ら、人にやさ
しい手をさしのべること

17 保健、医療、福祉、
健康などの生活環境
が整い暮らしやすいこ
と

24 挨拶や声かけによ
る市民同士のコミュニ
ケーションがとれてい
ること

35 まちと自然環境の
調和がとれていること

46 生活の便利さと環
境保全の両方が実現
していること

56 身近に親しみや愛
着のもてる景観がある
こと

66 市民の財産である
自然を守り、育てられ
ていること

73 活気があり、開放的
で温かいまちであるこ
と

18 災害に対して、市民
が不安なく暮らせるま
ちであること

25 生活環境を守るた
めに地域でまとまりが
あること

36 誰もが快適に暮ら
せ、居心地のいいまち
であること

47 みんなが協力して、
いつでもまちがきれい
であること

57 すべての世代がの
びのび・いきいきと活
躍していること

67 移動や利用にあた
り、誰でも利用できる道
路や施設であること

74 いつも自然の豊か
さを感じられていること

2 市民が自慢できるま
ちであること

9 子どもを安心して育
てられる環境があるこ
と

19 治安の良い環境で
あること

26 子育て世代を支え
る環境が充実している
こと

37 市民、地域、行政が
協力し、快適な生活が
実現していること

48 豊かな緑に囲まれ
た生活が出来ているこ
と

58 地域の特徴が活か
されたまちであること

68 日常生活に安らぎ
や豊かさを与えてくれ
る場所があること

75 豊かな地域資源を
宝に、楽しい体験がで
きるまちであること

3 市民自らが藤沢を良
くする活動に積極的で
あること

27 お互いの個性が尊
重されていること

38  イベントや物産品
などの地域ブランドが
定着していること

49 人々の環境への意
識が高く、快適なまち
であること

59 安全で安心な食べ
物が身近で得られるこ
と

76 訪れる人・住む人に
配慮した心遣いや工
夫があること

4 藤沢市で活用できる
様々な資源を有効活用
していること

10 子どもが、住んでい
る地域に誇りを持ち、
地域で暮らし続けてい
ること

20 安全・安心を高める
活動が盛んであり、ボ
ランティアの精神が高
いこと

28 地域のための一人
ひとりの活動が大切に
されていること

39 身近にある緑が適
切に保全されているこ
と

50 市民の環境美化へ
の意識を高める工夫が
されていること

60 まちに若者が多く、
活気があること

69 市民が利用する身
近な施設が大切にされ
ていること

77 藤沢の魅力がメディ
アで発信されているこ
と

11 地域の歴史文化を
教育活動に活用するこ
と

40 地域にある様々な
地域資源が活かされて
いること

61 観光により地域が
元気になること

78 常により良い地域
にしようと住民が活躍
していること

5 地域で協働して、暮
らしやすいまちづくり活
動が行われていること

12 地域協働で、教育
や人材育成に熱心で
あること

21 市民が協力しあい、
安心して住みやすいま
ちであること

29 いろいろな世代、い
ろいろな国の人たちと
交流できること

41 調和のとれた景観
づくりが進められてい
ること

51 先進的な環境対策
がなされていること

62 産業の活力を高
め、地域が元気になる
こと

70 様々な主体によっ
て、身近な公共の場が
維持管理されているこ
と

79 市民の意識が高く、
市民参加型の地域づく
りが進んでいること

30 お互いにマナーを
守り、協力して地域の
ために活動しているこ
と

63 地域の人材が働け
る機会を創造すること

6 誰でも気軽に市内の
情報を発信したり、得
ることができること

13 地域が子どもを見
守り育てる環境である
こと

22 様々な世代が、快
適で住みよいまちであ
ること

31 社会的弱者の方が
快適に過ごせるまちで
あること

42 市民同士が協力し
合いながら暮らしてい
ること

52 周辺自治体や他地
域と共に環境対策を進
めていること

64 商店街と大型店舗
が共存共栄し、活気あ
るまちになること

71 多様な連携を通じ
て、市民が望むサービ
スが提供されているこ
と。

80 市民と来訪者が交
流できる機会や場があ
ること

14 学校・家庭・地域の
つながりを育む活動が
活発であること

32 人々が交流して、平
和でぬくもりのある社
会であること

43 子供が大人になっ
ても愛着の持てるまち
であること

53 市民・地域が協力し
て持続可能な環境がで
きていること

81 地域の記憶や文化
が継承され、発展する
こと

7 お互いがマナーを守
り、助け合いの心で過
ごせるまちであること

15 子どもたちが積極
的に交流できる場が整
備されていること

23 福祉が充実し、子ど
もから高齢者まで守ら
れていること

33 地域の中で学びあ
う雰囲気があること

44 河川や海岸が市民
に開かれていること

54 地球環境に優しい
手段で移動できること

65 市内の交通・物流
がスムーズに行われる
こと

72 いろいろな市民の
学びの場が充実してい
ること

82 藤沢ならではの取り
組みが実践されている
こと

16 子どもたちが身近な
生活の中で自然を感じ
ていられること

34 地域で支え合い暮
らせる環境であること

45 地域の未来の担い
手が育成されているこ
と

55 環境美化活動を支
える仕組みがあること

83 子どもから大人ま
で、文化に触れる環境
が整っていること

①協働型の課題解決
で価値向上へ

②強みや魅力の維持・
向上を

③より効率的に価値の
維持を

④熟慮と根拠ある未来
戦略を

重点・ふじさわ未来課
題

（E）
交流基盤 （交流・つながり・連携）

（F）
市民生活の基礎（学ぶ・育む・人材
育成・仕組みづくり）

生
活

活
動

基
盤

(A)
市民生活の安定（安定・落ち着き・
安らぎ）

（B）
市民生活の豊かさ（役に立つ・便
利・快適・楽しい）

（C）
持続的活動（伝える・維持する）

（D）
創造・推進活動 （発展・チャレンジ）

めざす方向性

課題領域
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